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年 頭 の ご 挨 拶

公益社団法人 瀬戸旭法人会

会　長　水　野　和　郎

　瀬戸旭法人会の会員の皆様、明けましてお

めでとうございます。旧年中は法人会の活動

にご支援ご協力を賜り誠にありがとうござい

ました。

　昨年は、新型コロナウィルスの感染拡大の

中で、東京オリンピック・パラリンピック

2020が無観客で開催されました。開催への批

判も一部ありましたが、大きな混乱もなく無

事に終えることができ、多くの方にとって思

い出に残るものになったと思います。

　世界中で感染が拡大傾向にある中、我が国

においては、ワクチン接種及び感染予防が功

を奏してか、９月以降感染者が急減し、国内

は落ち着きを見せています。

　新たな変異株“オミクロン株”の発生によ

り、本年の国内の感染状況がどうなるのか予

測は出来ませんが、ワクチン及び治療薬の開

発が進んでおり、徐々にコロナ後を見据えた

事業活動を考える時期に入ってきているもの

と思われます。

　昨年10月の衆議院議員選挙を終え第二次岸

田内閣が誕生しました。日本経済は新型コロ

ナウィルス感染症の影響により、幅広い業種

にわたり大きな打撃を受ける中、資源価格の

高騰、サプライチェーンの問題など多くの課

題を抱えています。

　このような中で、難しいかじ取りとはなり

ますが、日本経済の回復に向けた政策を着実

に実行していただくことを期待します。

　地元の話題に目を向けますと、瀬戸市在住

の藤井聡太棋士が最年少（19歳３ヶ月）で四

冠（「王位」「叡王」「棋聖」「竜王」）の偉業

を達成し竜王となり、羽生善治九段が「22歳

９ヶ月」で達成した四冠の最年少記録を28年

ぶりに塗り替えました。

　法人会では、企業の活性化に向けた税制の

在り方を全国法人会総連合が「令和４年度税

制改正に関する提言」として取りまとめ、当

法人会では11月から国会議員、瀬戸市、尾張

旭市の両市長その他の機関に対し提言活動を

行いました。

　この中で、企業が減れば雇用が減り地域の

活力が失われることから、団塊の世代である

事業経営者が、退任時期を迎える2025年に向

けて「事業承継税制」をさらに利用しやすく

するための改正を提言しました。

　また、令和５年10月から施行されます消費

税「インボイス制度」の導入にあたっては、

コロナ禍の中で事業者の負担が増えることの

ないよう実施時期の延期等を提言しました。

　法人会の活動につきましては、会員の皆様

の感染予防を第一と考え、多数の人が集まる

活動を自粛してまいりましたが、今は、感染

が落ち着いており、２月１日（火）には、池上

彰氏を講師としてお招きし、例年行っていま

した社長研修会を開催いたします。

　多くの皆様のご参加をお待ちしておりま

す。

　当法人会は、令和３年度から運営研究会の

発表担当会の指定を受け、昨年12月１日に

は、名古屋東急ホテルにおいて、テーマ発表

に至る経緯を発表いたしました。

　また、来年３月には、東海法人会連合会の

大会において、活動内容等の発表を行うこと

になっていますので、皆様のご協力よろしく

お願いいたします。

　最後に、本年が会員の皆様にとりまして、

良い年となりますようご祈念申し上げます。



年 頭 の 御 挨 拶

名古屋国税局　課税第二部長

浅　井　清　貴

　令和４年の年頭に当たり、公益社団法人瀬

戸旭法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申

し上げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政につき

まして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚

く御礼申し上げます。

　昨年は、東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会が無観客ながら開催され、多

くの日本人選手が活躍しました。

　また、メジャーリーグベースボールにおい

て、大谷翔平選手が現代野球では例のない二

刀流をやり遂げるなど大変喜ばしい出来事が

ありました。

　このような中、新しく迎える年が、会員の

皆様にとって充実した年となりますことを祈

念いたしますとともに、公益社団法人瀬戸旭

法人会が引き続き魅力ある事業活動を展開さ

れ、会員企業と地域社会の発展に一層の貢献

をされますことを御期待申し上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症への対応

においては、行政のデジタル化の必要性が顕

在化するなど、税務行政を取り巻く環境は大

きく変化しております。

　国税当局としましては、「納税者の自発的

な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現す

る」という使命を果たすために、ＩＣＴの活

用による「納税者の利便性の向上」と「課

税・徴収の効率化・高度化」を２本柱とする

「スマート税務行政」を目指し様々な取組を

進めてきました。

　今後におきましても、申告・納付のデジタ

ル化の推進、内部事務のセンター化等、事務

運営の見直しやインフラ整備などの取組を進

めてまいりますが、これらの取組を成し得る

ためには、e-Taxやマイナンバー制度の更な

る普及・定着が必要であり、法人会の皆様の

御協力が必要不可欠であると考えておりま

す。

　また、昨年は、令和５年10月１日に導入さ

れるインボイス制度に係る適格請求書発行事

業者の登録申請の受付が開始されましたが、

おおむね円滑に進められており、法人会の皆

様から、説明会の開催や制度の周知・広報活

動など幅広く御協力をいただきましたこと、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　今後も更に、インボイス制度の円滑な導入

に向けて取り組んでいくこととしております

ので、引き続き、御協力を賜りますようお願

い申し上げます。

　さらに、公益社団法人瀬戸旭法人会におい

て取り組まれております「自主点検チェック

シート」及び「自主点検ガイドブック」は、

納税者の皆様の税務コンプライアンスの向上

に役立つものであり、極めて有意義な取組と

考えておりますので、今後も積極的な取組を

お願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症の影響の中、会

員の皆様には工夫を凝らした会活動を実施し

ていただいているところ、本年は従前以上の

信頼関係構築の年にしたいと考えております

ので、一層の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　結びに当たりまして、公益社団法人瀬戸旭

法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健

勝並びに事業のますますの御繁栄を祈念いた

しまして、年頭の御挨拶とさせていただきま

す。



年 頭 の 御 挨 拶

尾張瀬戸税務署長

相　澤　秀　志

　令和４年の年頭に当たり、謹んで新年のお慶

びを申し上げます。

　公益社団法人瀬戸旭法人会の皆様には、日頃

から税務行政に対しまして、格別の御理解と御

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年７月に着任してから半年が経ちますが、

水野会長をはじめ役員並びに会員の皆様にお会

いする度に貴重な御意見をいただくとともに、

新型コロナウイルス感染症の影響により、例年

通りの活動を行うことが困難になっている中で

も、法人会活動を盛り上げようと積極的に取り

組まれる皆様の姿を拝見してまいりました。

　これまでの活動について振り返りますと、

「連絡帳」の寄贈、「租税教室」への講師派

遣、「税に関する絵はがきコンクール」を実施

されるなど、様々な租税教育活動を通じて、法

人会の理念に基づく納税意識の高揚を図られて

きました。また、「手縫いぞうきんの寄贈」は

昨年30回目を迎えるなど公益社団法人として公

益性の高い地域貢献活動を会を挙げて取り組ま

れており、誠に心強いものであります。

　さて、年も明け、間もなく確定申告の時期と

なります。例年、２月から３月に開設する確定

申告会場には、多数の方が来場されます。令和

３年分の確定申告におきましても、新型コロナ

ウイルス感染症の感染防止の観点から、ご自身

のスマートフォンやご自宅のパソコンから国税

庁のホームページにアクセスし、確定申告書を

作成いただき、e-Taxで提出していただくこと

を、幅広くご案内しているところです。

　特に、確定申告の時期には「ふるさと納税に

係る寄附金控除」や「医療費控除」を受けるた

め、多くの方が確定申告書を提出されます。従

業員の皆様の中には確定申告会場への来場を検

討される方もいらっしゃるかと思いますが、従

業員の皆様の感染リスクや社内の二次感染リス

クを最大限回避する観点から、多数の方が来場

される確定申告会場に出向くことなく、より安

心・安全な自宅からのe-Taxをご案内いただき

ますようお願い申し上げます。また、e-Taxで

すと、パソコンやスマートフォンから即時又は

納付日を指定して口座引き落としにより納付す

ることも可能です。e-Taxの利用に当たって

は、マイナンバーカードが必要となりますが、

e-Tax以外でもメリットが多くありますので、

取得のご検討をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症につきましては、

感染対策と日常生活の回復の両立に向け「ワク

チン・検査パッケージ制度」が施行され、新型

コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針に

基づく「飲食」「イベント」「移動」の行動制限

の緩和が可能となり、少しずつ「日常」が戻り

はじめ、社会経済活動が活発で豊かな１年にな

ることを願っています。また、活躍目覚ましい

瀬戸市在住の藤井聡太竜王（四冠）や立浪監督

率いる中日ドラゴンズが、地域を一層盛り上げ

てくれることも期待しています。会員企業の皆

様におかれましても希望に満ちた充実した年と

なりますことを祈念いたしますとともに、貴法

人会が引き続き魅力ある事業活動を展開され会

員企業と地域社会の発展に一層の貢献をされま

すことを御期待申し上げます。

　結びに当たりまして、貴法人会のますますの

御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業の御

繁栄を祈念いたしますとともに、よき一年とな

りますようお祈り申し上げ、年頭の御挨拶とさ

せていただきます。



R3.8.16　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　  瀬戸商工会議所　　出席者20名

R3.10.28　第１回 組 織 委 員 会・厚 生 委 員 会　　瀬戸商工会議所　大会議室　　出席者28名

R3.11.8　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　  瀬戸商工会議所　　出席者７名

R3.10.18

第２回理事会・４部会合同研修会
　（女性部、青年部、ビジネス交流部、調査部）

署長講演会　演題「税務行政の現状」

　瀬戸商工会議所　大会議室　出席者65名

R3.9.30、10.7、10.14 　パソコン研修 　　瀬戸商工会議所　　出席者18名

R3.10.27　広 報 委 員 会
　　　瀬戸商工会議所　　出席者９名

R3.10.22　事 業 委 員 会
　　　瀬戸商工会議所　　出席者11名



R3.11.17～19　年 末 調 整 説 明 会

　瀬戸市文化センター・瀬戸商工会議所（２回）・
　スカイワードあさひ　　出席者118名

R3.11.1　県連 令和３年度 税制講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者５名

演題：「地方税制と愛知県の財政」

講師：愛知県総務局財務部長兼財務課長 片山 良太 氏

R3.12.1 県連 令和３年度法人会運営研究会
　　　　　　　名古屋東急ホテル　　出席者６名

令和４年度　税制改正に関する提言
R3.11.4　瀬戸市長　伊藤　保德 氏 R3.11.4　瀬戸市議会議長　宮薗　伸仁 氏

R3.11.11 　尾張旭市長　森　和実 氏 R3.11.11　尾張旭市議会議長　片渕　卓三 氏



R3.12.9　署 長 と の 座 談 会
　　　　 瀬戸商工会議所　　出席者11名

R3.12.9、12.14　手 縫 い ぞ う き ん 寄 贈

瀬戸市役所　福祉課　600枚寄贈 ノベルティ・こども創造館　200枚寄贈尾張旭市役所　福祉課　400枚寄贈

今回も、瀬戸市、尾張旭市に1,200枚を寄贈し、30回目となりました。両市から感謝状をいただきました。

R3.11.25　大 規 模 法 人 研 修 会
　　　　　ウインクあいち　　出席者５名

R3.11.5　ビジネス交流部会例会
瀬戸商工会議所　大会議室　　出席者12名

R3.10.21 「税に関する絵はがきコンクール」最終審査会　　出席者15名



「くらしを支える税」をテーマに

　　　　税を考える週間（11月11日～17日）展開
今年度も、尾張瀬戸税務連絡協議会の各団体が参加して多くの行事が開催されました。

晴れの受賞おめでとうございます
令和３年度納税表彰

　　　　　　　　令和３年11月12日（金）

　新型コロナウイルス感染予防のため、

団体別表彰が瀬戸商工会議所301会議室に

て開催されました。

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰

　多年にわたり、国税及び地方税の適正な申告に貢献されました。

青 山　　稔

常任理事

青山硝子㈱

尾張瀬戸税務署長表彰

　多年にわたり、申告納税制度の普及・発展に貢献されました。

井　上　　博

理事

道泉支部長

富士石膏㈱

大 竹　　泉

監事

オオタケセラム㈱

中 島　達 夫

理事

陶原支部長

㈱瀬戸豊栄家電

陣 矢　幸 司

理事

前青年部会長

㈱ホンジン自動車

尾張瀬戸税務署長表彰・尾張瀬戸税務推進協議会長表彰







下品野小学校 陶原小学校

長根小学校 幡山西小学校

旭丘小学校 瑞鳳小学校

東栄小学校 本地原小学校



氏　　名

山 中 　 竣 太

富 田 麻 梨 香

日 髙 蓮 太 郎

井 上 　 結 月

牛 田 　 尚 寿

片 山 　 真 優

加 藤 　 彩 楓

川 本 　 有 優

久 保 　 更 桜

田 島 　 琴 羽

田 中 　 佑 奈

永 田 　 美 月

中 村 　 美 姫

藤 瀨 し い な

森 本 　 　 悠

学 校 名

效 範 小 学 校

水 野 小 学 校

下品野小学校

長 根 小 学 校

氏　　名

黒 柳 　 里 音

柿 沢 　 有 咲

塩 路 　 れ い

田 湯 彩 有 希

髙 橋 　 歩 睦

寺 尾 日 万 梨

松 井 　 真 彩

渡 辺 　 彩 葉

加 藤 　 佑 奈

河 原 崎 結 心

三 鬼 　 悠 新

谷 岡 　 采 佳

辻 村 　 麻 衣

近 藤 　 祐 太

学 校 名

旭 小 学 校

東 栄 小 学 校

渋 川 小 学 校

本地原小学校

白 鳳 小 学 校

瑞 鳳 小 学 校

旭 丘 小 学 校

瀬戸市 尾張旭市

パルティせと

尾張旭市役所

瀬戸市役所



　

こ
の
作
品
は
、
令
和
三
年
度
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
」
で

尾
張
瀬
戸
税
務
署
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

令
和
三
年
度
　
◆ 

署 

長 

表 

彰 

◆

　

税
金
を
納
め
る
こ
と
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
。
で
は
、「
な
ぜ
税
金
が

必
要
か
。」
そ
う
問
わ
れ
て
は
っ
き
り
と
答
え
ら
れ
る
人
は
何
人
い
る
の

だ
ろ
う
。
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
既
に
「
納

税
者
」
で
あ
る
。
納
税
者
と
聞
く
と
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
私
達

学
生
に
は
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

私
は
こ
の
作
文
を
書
く
前
は
税
金
に
対
す
る
正
し
い
知
識
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
税
金
の
仕
組
み
を
調
べ
て
み
る
と
ひ
と
口
に
税
金
と

言
っ
て
も
、
様
々
な
種
類
の
税
が
あ
り
、
私
た
ち
に
馴
染
み
あ
る
消
費

税
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
所
得
税
と
い
う
税
は
収
入
に
よ
っ
て

納
税
す
る
額
が
変
わ
る
為
、
収
入
が
高
い
人
ほ
ど
納
税
額
が
高
い
と

知
っ
た
。
私
は
こ
の
仕
組
み
で
頑
張
っ
て
得
た
収
入
を
頑
張
っ
た
人
が

沢
山
差
し
引
か
れ
る
の
は
損
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
父
は
「
一

人
一
人
が
無
理
な
く
出
せ
る
分
を
出
し
て
い
る
だ
け
。」
と
言
っ
た
。
私

は
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
分
か
ら
な
い
。
私
が
働
い
た
ら
自
分
の
稼
い
だ

お
金
は
全
部
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
使
い
た
い
と
思
う
。
そ
の
考
え
を

親
に
話
し
た
と
き
母
は
、「
税
金
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
考
え
て
。

確
か
に
手
元
の
お
金
は
増
え
る
け
ど
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
は
な
い

よ
。」
私
は
毎
日
サ
ッ
カ
ー
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
で
練
習
を
す
る
。
で

も
そ
の
環
境
は
全
て
大
勢
の
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ

と
知
り
、
そ
の
税
金
は
私
た
ち
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
納
め
ら
れ
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
今
、
自
分
た
ち
が
快
適
な
生
活
が
送
れ
て
い
る
と
感
じ

た
。
私
た
ち
の
今
が
過
去
の
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た

ち
の
未
来
は
私
た
ち
の
今
の
税
金
が
作
っ
て
い
く
も
の
だ
と
気
付
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

私
た
ち
が
学
習
で
き
る
の
も
国
の
税
金
あ
り
き
の
こ
と
だ
と
知
れ

た
。
施
設
・
教
科
書
を
は
じ
め
学
校
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
物
が
税
金
で

購
入
さ
れ
て
い
た
。
五
兆
円
以
上
も
私
た
ち
の
学
び
の
為
に
税
金
を
使

う
意
味
は
な
に
か
考
え
た
。
私
が
税
金
の
使
い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
な
ら
ば
、
学
習
に
そ
こ
ま
で
税
金
を
使
わ
ず
、
学
び
た
い
人
が

塾
な
ど
へ
お
金
を
か
け
て
自
ら
学
習
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
た
か

ら
。
で
も
そ
の
考
え
が
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
私
が
使
っ
て
い
る

教
科
書
に
書
い
て
あ
っ
た
「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担

う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
言
葉
で
気
付
い
た
。
学
び
た

く
て
も
学
べ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
義
務
と
し
て
学
べ
る
制
度
が
救
っ
て

く
れ
た
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち
は
こ
の
感
謝
を
し
っ
か
り
と

「
学
ぶ
」
こ
と
で
返
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

冒
頭
で
書
い
た
「
税
金
を
納
め
る
こ
と
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
」
と

い
う
文
を
見
て
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
税
金
の
仕
組
を
詳
し
く
知
っ

た
私
は
義
務
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
義
務
と
書
く
と
私
た

ち
は
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
強
制
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
し

ま
う
の
で
、
税
金
は
義
務
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
義
務
で
は
な
く
私
た
ち

の
明
る
い
未
来
へ
の
植
樹
（
種
ま
き
）
の
よ
う
に
捉
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　 

未
来
へ
の
植
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
市
立
水
無
瀬
中
学
校
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こ
の
作
品
は
、
令
和
三
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
で

尾
張
瀬
戸
税
務
署
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

　

最
近
と
て
も
よ
く
見
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
私
は
そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
個

の
目
標
と
そ
の
目
標
に
関
わ
る
税
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

　

税
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
は
意
外
に
多
く
、
ま
ず
四
番
の
「
質
の
高
い

教
育
を
み
ん
な
に
」
と
九
番
の
「
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
」
に
全
体
の
税
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
関
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
公
立
の

小
中
学
校
で
は
教
科
書
や
体
育
用
具
な
ど
の
道
具
、
私
立
で
は
補
助
金
と

し
て
、
そ
し
て
私
が
驚
い
た
の
は
生
活
に
関
わ
る
も
の
か
ら
宇
宙
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
開
発
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
正
直
私
達
が
納
税
し
た
税
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ

て
い
た
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　

次
に
三
番
の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
に
関
わ
る
税
は
社
会

保
障
関
係
費
と
い
う
も
の
で
全
体
の
約
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
。
治
療
費
や

年
金
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
費
の
一
部
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
公
共
事
業
関
係
費
と
し
て
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
道
路
、

下
水
道
、
公
園
な
ど
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
整
備
や
災
害
復
旧
の

た
め
に
使
わ
れ
る
。
実
際
に
私
は
小
さ
い
頃
に
宮
城
県
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
東
日
本
大
震
災
に
遭
っ
た
。
あ
ま
り
鮮
明
に
は

覚
え
て
い
な
い
け
れ
ど
避
難
所
で
の
生
活
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
う
。
そ
し
て
最
近
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
い
た
と
き
、

宮
城
県
に
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
だ
と
知
っ
て
少
し
嬉
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
ま

で
復
旧
で
き
た
の
も
税
金
の
お
か
げ
だ
と
思
う
し
、
被
災
し
た
方
々
も

き
っ
と
と
て
も
嬉
し
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
ま
た
私
が
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
協
力
費
と

い
っ
て
、
全
体
の
０
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
開
発
途
上
国
の
自
立
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
て
、
飢
餓
や
貧
困
に
苦
し
む
方
々
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
私
は
外
国
に
ま
で
日
本
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
二
〇
十
九
年
に
は
援
助
額

が
主
要
国
の
中
で
四
番
目
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
、
私
達
の
国
の
税
金
が

他
の
国
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
と
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
た
。
け
れ

ど
日
本
も
借
金
が
多
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

調
べ
て
み
て
、
税
金
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
関
わ
っ
て
い

て
私
達
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
で
か
か
せ
な
い
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

た
ま
に
脱
税
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
人
は

税
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
て
ど
れ
だ
け
大
切
な
も
の
な
の
か

を
も
う
一
度
考
え
て
ほ
し
い
。
自
分
の
納
税
し
た
お
金
が
自
分
も
含
め
、

周
り
の
人
や
日
本
を
超
え
て
外
国
の
人
に
ま
で
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と

知
れ
ば
も
う
脱
税
な
ん
て
出
来
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
な
ど
を

ボ
ー
っ
と
見
る
の
で
は
な
く
自
分
で
考
え
た
り
疑
問
を
も
っ
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
税
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
も
自
分
で
調
べ
な
い

と
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
調
べ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
今
こ
う

し
て
過
ご
せ
て
い
る
の
も
税
金
の
お
か
げ
だ
と
思
う
と
今
ま
で
納
税
し
て

く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
し
、
私
達
も
し
っ
か

り
と
納
税
を
し
て
い
っ
て
無
事
に
十
七
個
の
目
標
が
達
成
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　

 

税
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
カ
ピ
タ
ニ
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女
子
高
等
学
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　佐賀県佐賀市にて、第35回法人会全国青年

の集い「佐賀大会」がつなぐ維新のちから輝

ける大切な未来へ～ご縁のふるさと島根から

佐賀へ～のもと11月25日（木）・11月26日（金）

の二日間にわたり開催され、瀬戸旭法人会青

年部からは４名で参加しました。

　大会スローガンには前年度中止となった島

根大会に関わった多くの方々との出会いに感

謝し、思いをつなぐ、ご縁のふるさと島根か

ら佐賀へ、そして佐賀から全国へ「ご縁をつ

なぐ」大会となるような思いが込められてい

るそうです。

　スケジュールは、25日（木）に部会長サミッ

ト、懇親会、26日（金）に租税教育活動プレゼ

ンテーション、健康経営大賞ファイナリスト

事例紹介、大会式典、記念講演が開催されま

した。大会を通して500名限定の現地参加と

リモートの併用によるハイブリッド開催の新

たな大会のカタチで実現されました。部会長

サミットではパネルディスカッションにて青

年部会の活動の在り方を聞き、懇親会では佐

賀県出身のどぶろっくのショーを楽しみまし

た。租税教育活動プレゼン

テーションでは全国から11法

人会の素晴らしい取り組みが発

表され、健康経営大賞ファイナリスト事例紹

介では全国から５法人会と５部会員企業の事

例紹介が発表されました。特に全国の租税教

育活動の発表では全法人会とも租税教育の完

成度が高く、活動の継続性も長期的に行って

おり、大変感動と刺激を受けました。大会式

典では前日のプレゼンテーションの結果発

表、各種表彰が行われ、来年は沖縄県で全国

大会の開催が予定されており、熱のこもった

ＰＲをしていました。記念講演では優木まお

みさんがご自身の経験をもとに芸能と家庭と

のバランスやコロナ過の仕事の変化について

大変わかりやすく講演いただきました。

　この全国青年の集いは、日本各地のメン

バーと出会い刺激がもらえる貴重な大会だと

感じました。この経験をもとに瀬戸旭法人会

青年部がさらに発展できるよう努力したいと

思います。

青年部会　部会長　丸善運輸㈱　 長谷川　敬



　11月16日小牧空港をお昼前に離陸、約１時

間後今回の女性フォーラム開催地である新潟

空港に到着しました。

　相談役水谷さん、顧問の鈴木さん他４名の

部会員の皆様と、昼食に名物‘へぎそば’を

いただき会場である“朱鷺メッセ”へ。

　入口にて記念撮影をお願いし、急ぎ足で会

場のコンベンションセンターへ向かい、無事

に第１部・記念講演開始３分前に着席。

　講師である宮田亮平氏は最初の登場から斬

新で、会場脇のエスカレーターに乗り会場を

見渡しながらといったユニークなものでし

た。

　講演も壇上ではなく、会場内をゆったりと

まるで散歩しているかのようなスタイルで進

行されました。

　時折、全国各地から参加された約1,200名

の部会員の皆様方と会話を楽しみながら、講

演テーマ『ときめきのとき』について、ご自

身が感銘を受けられたという方々の言葉を紹

介しながら、これまで携わったお仕事の

数々、これからの生き方について講演されま

した。

　その後15分間の休憩を利用して、女性部会

が租税活動の一環として取り組んでいる【絵

はがきコンクール】の映像が正面スクリーン

で上映されました。

　また、会場２階の廊下では、全国の単位会

代表作品・約900点が展示されており、ほの

ぼのさを感じる作品や時代背景が反映された

ものなど、児童目線でデザインされた発想・

個性ともに豊かな作品を拝見しました。

　第２部・大会式典は、コロナ禍の為、それ

ぞれ心の中での国歌斉唱からはじまりまし

た。

　後半では県内に13ある女性部会の租税教

育・社会貢献活動の様子も映像で紹介され、

今後の部会活動の参考に、また励みにもなる

貴重なものとなりました。

　最後に２年半ぶりとなった第15回新潟大会

の趣旨を紹介させていただきます。

　“新型コロナウィルス感染症により生活様

式が大きく変化する中、多様なニーズにあわ

せた対応が求められており、女性部会として

も新たな役割を、女性らしい豊かな感性を大

切にし共に考え、さらなる活動のクオリティ

向上へと繋げていきましょう。”

女性部会　部会長　㈲ジュエリーおおの　大野　定子



専務理事　三浦　廣久

　令和３年12月１日（水）午後２時30分から、新

型コロナウィルスの感染状況が落ち着く中、感

染予防に注意しながら名古屋東急ホテルにて運

営研究会が開催され、当会からは６名が参加し

ました。

　「活動研究の発表」は、２年目となる中川法

人会・新城法人会、１年目である名古屋東法人

会・瀬戸旭法人会の４法人会。

　最初に中川法人会から「目指せ！！活力みなぎ

る法人会運営」～現状分析（財政・事業・組

織）と法人会のあるべき姿～と題して、新型コ

ロナウィルスの感染拡大の中で、例年のような

事業活動が行えず苦労された話を交えながら、

財政、組織、事業について取組み状況の発表。

　続いて、新城法人会から「元気を地域にひろ

げる法人会」～地道につづけます！！小さな組織

の社会貢献活動～と題して、８地区に設置され

た広告塔の「税の標語」を毎年１基ずつ、該当

地区の中学校から応募された標語に書き換える

活動やオリジナル作成した「税のまんが本」の

配布等の税の啓発活動。コロナ禍におけるオン

ライン講演会の開催等の取組みの発表。

　１年目である、名古屋東法人会は「広げよう

法人会の　和」～人と人、地域と繋がる法人会

活動を目指して～と題して、健全な法人会活動

の継続のためには、財政基盤に加え人的基盤が

支えであるとの研究テーマ発表に至る経緯の発

表。

　最後に、当法人会からは「地域とともに歩む

法人会」～地道な活動を一歩一歩～と題して、

地道な活動を続け、地域に根差した社会貢献を

行っていく旨のテーマ決定に至った経緯を発表

しました。

　令和４年度には、当会が東海法人会連合会大

会の発表担当会となります。他法人会の発表状

況を参考とさせていただきながら、今後の取組

み方法について検討していきたいと思います。

よろしくお願いします

専務理事補佐　飯田　浩二

　令和３年７月に名古屋中税務署法人課税部門

特別国税調査官を最後に42年余りの税務の職場

を終え、縁あって当法人会の事務局にお世話に

なることになりました。

　税務の職場では20歳代には主にコンピュー

ターソフトの作成の事務、その後は総務、個人

課税部門、法人課税部門の仕事に従事し、最後

の10年間は主に源泉所得税の事務及び調査事務

に従事しました。

　尾張瀬戸税務署にも平成20年７月から平成23

年７月の３年間法人課税部門で勤務していまし

た。

　少し自己紹介をさせていただきます。出身は

岐阜県土岐市肥田町です。

　家族は妻、子供３人で、子供は３人とも家を

出ており現在は妻と二人でのんびりやっており

ます。おかげさまで孫も４人で、年末には孫も

りでたいへんです。

　趣味は春・夏は渓流釣り、鮎釣り、

冬はスノーボードです。毎週のように川や山に

出かけるので少々あきれられております。釣り

もボードも長いことやっていますが、なかなか

上達しません。

　昨年は鮎釣りに行っ

て何故か30センチオー

バーのアマゴを吊り上

げました、渓流釣りに

行ってもなかなか釣れない大物でびっくりしま

した。

　法人会の活動につきましては、直接担当した

事はなく事務局の仕事は初めてであり、会員の

皆様にご迷惑をおかけすることが多々あると思

いますが、少しでも法人会発展のためにお役に

立てればと思っています。

　常に、問題意識を持って仕事に取り組んでい

くつもりですのでよろしくお願いします。

令和３年度愛知県法人会連合会「運営研究会」令和３年度愛知県法人会連合会「運営研究会」



　藤井聡太三冠は、豊島将之竜

王との第 34 期竜王戦七番勝負

の第四局（令和３年 11 月 12 日

～ 13 日）で勝利（四連勝）し、「竜

王」を獲得しました。史上６人

目かつ史上最年少（19 歳３ヶ

月）での四冠達成となりました。

写真提供：日本将棋連盟



　

創
業
は
１
９
４
０
年
で
、
創
業
者
花
村
新
一
、
二
代
目
花
村
清
、

そ
し
て
私
三
代
目
と
な
り
81
年
間
に
わ
た
り
営
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
新
聞
に
関
わ
る
事
、
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

午
前
２
時
か
ら
一
日
が
始
ま
り
、
朝
刊
配
達
、
日
中
は
次
の
日
の

チ
ラ
シ
作
業
が
あ
り
、
夕
刊
配
達
で
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。
月
末
月

初
は
集
金
が
あ
り
意
外
と
忙
し
い
で
す
。
新
聞
は
、
朝
刊
・
夕
刊
ど

ち
ら
か
必
ず
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
に
１
日
だ
け
１
月
２
日

は
、
朝
夕
刊
が
お
休
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
の
進
歩
に
よ
り
、
情
報
が
簡
単
に
入
手
で
き
る

時
代
、
し
か
し
、
そ
の
情
報
は
各
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
と

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
拡
散
さ
れ
ま
す
が
、
元
の
情
報
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
で
す
の
で
、
新
聞
社
が
無
く
な
れ
ば
情
報
も

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
新

聞
で
の
情
報
の
違
い
は
、
正
確
な
情
報
、
情
報
が
独
り
歩
き
し
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
１
０
０
％
正
し
い
か
と
問
わ
れ
る

と
間
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
裏
付
け
を
と
り
、
よ
り
正

確
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
店
の
今
は
、
四
代
目
と
し
て
息
子
に
も
が
ん
ば
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
の
で
、
創
業
１
０
０
年
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
達
は
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
営
ん
で
い
ま
す
の
で
、
地

域
で
行
わ
れ
る
事
業
、
市
で
行
わ
れ
る
事
業
に
も
、
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
現
在
は
、
尾
張
旭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
尾
張
旭

市
観
光
協
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
於
き
ま
し
て
は
、
次
期
会
長
を
務
め
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

旭
中
支
部
長

　
　
㈲
花
村
新
聞
店

　
　
　
　
　
花
　
村
　
利
　
光

花
村
新
聞
店
に
つ
い
て



　

最
近
、
国
内
全
体
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、
業
務
そ
の
も
の
や
事
業
構
造
の
変
革
を
図
る
と
い
う

も
の
で
す
。
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
新
設
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
を
推
進
し
て
お
り
、
建
設
業
界
に
お
い
て
も
国
土
交
通
省
が
旗
振

り
役
と
な
っ
て
Ｄ
Ｘ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
は
就
労
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
一
人
あ
た
り
の
生
産
性
向
上
を
図

る
こ
と
で
、
業
界
全
体
の
施
工
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
３
Ｄ
図
面
の
活
用
、
ま
た
そ
れ
を
作

成
す
る
た
め
の
３
Ｄ
測
量
、
そ
し
て
３
Ｄ
図
面
に
基
づ
く
建
設
機
械

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
官
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
寛
が
一
般
的
な
取

り
組
み
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
大
規
模
な
現
場
で
こ
そ
大
き
な

効
果
が
得
ら
れ
、
中
小
規
模
の
工
事
で
は
必
然
的
に
費
用
対
効
果
が

低
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
地
域
建
設
企
業
に
と
っ
て
は
悩
み
の
種

で
す
。
勿
論
、
や
ら
な
い
よ
り
は
や
る
べ
き
で
す
。
業
界
全
体
の
ト

レ
ン
ド
で
も
あ
り
、
発
注
者
も
そ
の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。
た

だ
、
費
用
対
効
果
が
低
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
へ
の
投
資
判
断
は
悩
ま

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
づ
く
り
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
修
繕
な
ど
、
地
方
自

治
体
が
抱
え
る
課
題
は
山
積
み
で
す
。
そ
し
て
、
採
用
力
の
乏
し
い

地
域
建
設
企
業
は
、
担
い
手
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
な
状
況
で
す
。
地

域
建
設
企
業
こ
そ
生
産
性
の
向
上
に
努
め
ね
ば
な
ら
ず
、
地
域
建
設

企
業
に
と
っ
て
最
適
な
方
法
を
模
索
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

弊
社
で
も
最
近
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
遠
隔
臨
場
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な

ど
、
一
歩
一
歩
着
実
に
Ｄ
Ｘ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ｄ

Ｘ
は
、
あ
く
ま
で
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
改
善
・
革
新
を
重
ね
ら
れ
る

人
材
の
育
成
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
多
士
済
々
な
人
材
が
創

意
工
夫
し
て
は
じ
め
て
Ｄ
Ｘ
の
実
現
も
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
官
地
域
の
守
り
手
寛
と
な
る

人
材
を
こ
の
ま
ち
に
輩
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
北
支
部
長

　
　

㈱
加
藤
工
務
店

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
隆
　
広

地
域
建
設
企
業
の
Ｄ
Ｘ



　むかし、下半田川村に小治呂と稗多古と

いう兄と妹が住んでいました。こんな山奥

の村では、想像もできないほどの、それは

それは美しい兄と妹でした。

　二人はだんだん年ごろになり、結婚した

いと思うようになりました。しかし近くに

住む若者たちは、とても兄と妹の美しさに

かなわず、なかなかよい相手が見つかりま

せんでした。兄は、

「せめて、自分の妹ほどの娘が、この世に

いたらなあ。」

と、思っていました。妹は妹で、

「せめて、自分の兄さんほどの若者がこの

世にいたらなあ。」

と、思っていました。

　ある日、兄は妹に、

「いくら二人がこうしていても、このまま

では思うような相手が見つかりそうもな

い。日本の国は広い。きっとどこかに、す

ばらしい人がいるだろうからいっそ思い

きって、この村から旅立とう。二人が別れ

るのはつらいけど、おたがいに思う相手が

見つかるまでは別別に旅に出かけよう。」

と、いいました。

　二人は別れるのがつらくて涙を流しなが

ら、それぞれの相手をさがすために、ある

夜こっそり村人に気づかれないように、

別々に旅立って行きました。

　人のうわさも七十五日（世の中の評判は

長く続かない。七十五日もすれば忘れられ

てしまうということ。）といわれるよう

に、月日がたつにつれて、村人たちは小治

呂と稗多古のことをすっかり忘れていまし

た。

　ある日のこと、この村に、夫婦かと思わ

れるような二人づれの旅人が疲れた様子で

歩いていました。そして、その夜、数年前

美しい兄と妹が住んでいた家に久しぶりに

灯りがともり、夜おそくまですすり泣く声

が聞こえてきました。

　あくる朝、ふしぎに思った村人たちがこ

の家の中をのぞくと、どうでしょう。きの

う見かけたあの旅人二人が息もたえだえで

はありませんか。男の方はそれでも苦しい息

の下から、

「私たちは、この世で思うような相手を見

つけることができませんでした。

日本国中くまなく探しもとめてやっと見つ

けた美しい人は、実は何年か前に別れた自

分の妹でした………。

とうていこの世ではおたがいに相手になる

人はいません。もう生きる望みもなくなり

ました………。

私たちは不幸にも探せませんでしたが、神

になってこれからの若い人のために縁結び

の役にたちたい………。」

と言って、息がたえました。

　村人たちは、あまりの悲しいできごとに

涙を流しながら、二人を手あつくほうむり

ました。そして、一体の石に二人の姿をき

ざみ、そこに社をたてて祭りました。

　これが縁結びの神として知られる「妻の

神」です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 こ　じ　ろ　　　 ひ　た　こ

　　　　　　　　　　　そうぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひょうばん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　じ

 ろ　　　 ひ　た　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つか

あか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えん むす

　　　　　　　　　　　　　　やしろ



お参りした人が社の格子に紅白の
布切れをしばりつけていくという

妻の神社の碑

　むかし、下半田川村に小治呂と稗多古と

いう兄と妹が住んでいました。こんな山奥

の村では、想像もできないほどの、それは

それは美しい兄と妹でした。

　二人はだんだん年ごろになり、結婚した

いと思うようになりました。しかし近くに

住む若者たちは、とても兄と妹の美しさに

かなわず、なかなかよい相手が見つかりま

せんでした。兄は、

「せめて、自分の妹ほどの娘が、この世に

いたらなあ。」

と、思っていました。妹は妹で、

「せめて、自分の兄さんほどの若者がこの

世にいたらなあ。」

と、思っていました。

　ある日、兄は妹に、

「いくら二人がこうしていても、このまま

では思うような相手が見つかりそうもな

い。日本の国は広い。きっとどこかに、す

ばらしい人がいるだろうからいっそ思い

きって、この村から旅立とう。二人が別れ

るのはつらいけど、おたがいに思う相手が

見つかるまでは別別に旅に出かけよう。」

と、いいました。

　二人は別れるのがつらくて涙を流しなが

ら、それぞれの相手をさがすために、ある

夜こっそり村人に気づかれないように、

別々に旅立って行きました。

　人のうわさも七十五日（世の中の評判は

長く続かない。七十五日もすれば忘れられ

てしまうということ。）といわれるよう

に、月日がたつにつれて、村人たちは小治

呂と稗多古のことをすっかり忘れていまし

た。

　ある日のこと、この村に、夫婦かと思わ

れるような二人づれの旅人が疲れた様子で

歩いていました。そして、その夜、数年前

美しい兄と妹が住んでいた家に久しぶりに

灯りがともり、夜おそくまですすり泣く声

が聞こえてきました。

　あくる朝、ふしぎに思った村人たちがこ

の家の中をのぞくと、どうでしょう。きの

う見かけたあの旅人二人が息もたえだえで

はありませんか。男の方はそれでも苦しい息

の下から、

「私たちは、この世で思うような相手を見

つけることができませんでした。

日本国中くまなく探しもとめてやっと見つ

けた美しい人は、実は何年か前に別れた自

分の妹でした………。

とうていこの世ではおたがいに相手になる

人はいません。もう生きる望みもなくなり

ました………。

私たちは不幸にも探せませんでしたが、神

になってこれからの若い人のために縁結び

の役にたちたい………。」

と言って、息がたえました。

　村人たちは、あまりの悲しいできごとに

涙を流しながら、二人を手あつくほうむり

ました。そして、一体の石に二人の姿をき

ざみ、そこに社をたてて祭りました。

　これが縁結びの神として知られる「妻の

神」です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 こ　じ　ろ　　　 ひ　た　こ

　　　　　　　　　　　そうぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひょうばん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　じ

 ろ　　　 ひ　た　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つか

あか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えん むす

　　　　　　　　　　　　　　やしろ



ジャーナリスト　海部　隆太郎

　年を重ねるにつれ、物忘れは避けられない

と感じている。最近は、それを裏付けるよう

な出来事が増え、落ち込むこともある。そん

な時にテレビから流れてくる「物忘れを防ぐ

効果が報告されています…」などというサプ

リの宣伝に、一瞬だけ心が動いてしまうこと

がある。だが「そんな甘言に耳を貸してはい

けない」と思うのが、天邪鬼を自認する私の

思考法だ。今では仕方がないことだと割り切

り、物忘れを気にせずポジティブに生活でき

るよう「継続的な努力こそが必要」と決めて

いる。

　このようなことを考えていたら、ふと「デ

ジタル・フォレンジック」という言葉を思い

出した。最近の新聞紙上では久しくお目にか

かっていないＩＴ用語だ。本来の意味はパソ

コンなどのデータを収集・分析し、それを証

拠とする犯罪捜査で使われる技術のことだ

が、一般的には消去したデータの復元技術と

理解している。つまり、パソコンに書き込ん

だデータは消去してもハードディスクの片隅

に残っているので、特別な技術を使えば再び

データがよみがえってくるのだ。

　どうしてパソコンは完全にデータを消去で

きないのか、仕組みはよく分からず、何とな

く不合理さを感じるが、そういうものだとこ

れも割り切るべきだろう。考えすぎると横道

にはまり込むので、今回は追求しないでおこ

う。

都合よく改ざんする自身の記憶

　「パソコンのデータが復元できるのなら、

人間の記憶も同じではないのだろうか」と、

疑問に思い調べてみると、新しい記憶は脳の

中心部にある海馬に保存された後、脳を覆う

ようにある大脳皮質にファイルされるとい

う。一度、脳に書き込まれた記憶はしっかり

と保存されているはず。それが引き出せなく

なることが問題だ。大脳皮質から何度も記憶

を呼び戻していればいいのだが、ほったらか

していればどこかに埋もれてしまい簡単には

呼び戻せなくなる。パソコンのように機械的

に復元はできない。

　ただ、忘れた記憶も、実はどこかにあると

思えば、気持ちを改めて思い出す努力も必要

ではないかと再考してしまう。私はスケ

ジュールをスマホと手帳の双方に書き込み、

スマホには簡易情報を、手帳には詳細情報を

書き込んでいる。古い手帳は捨てがたく膨大

な量になっているが、これを活用して去年の

今頃は何をしていたか、２年前は？３年前

は？と過ぎ去った記憶を思い出すことを始め

た。昔を懐かしむわけではないが、少しは頭

の体操になるような気がしている。

　ただ、思い出すのは取材の失敗など赤面し

たくなるようなことばかりなのが悲しい。こ

の対応と物忘れとの相関関係は分からない

が、脳活用という意味では効果があると信じ

ている。その一方で、パソコンに記憶した

データと違い、脳に蓄えた記憶は、自分の心

のあり方に応じて勝手に都合よく改ざんして

しまう傾向もある。

　古い記憶は正確ではないかもしれない。良

い思い出はより良く、悪い思い出はより悪

く、という感じだろうか。だから、記憶を呼

び戻すのは、思い出ではなく知識や失敗など

の経験に限定しようと考えているが、これも

容易ではない。それでもこれからやってくる

だろう、ゆとりの日々では、きわめて有効な

時間活用にもなると思う。意欲的に挑戦して

みるつもりだ。

【筆者紹介】

海部隆太郎（かいべ・りゅうたろう）

法政大学卒。日本工業新聞社、ＩＴ企業を経てフリー。

中小企業を中心に企業が抱える幅広い課題を取材・執筆

活動を展開する。











【お問い合わせ】

　瀬戸市役所 税務課 市民税係　0561-88-2571　尾張旭市役所 税務課 市民税係　0561-76-8117

　給与所得者に係る個人住民税（市民税＋県民税）特別徴収（以下、「特別徴収」という。）とは、

給与支払者（特別徴収義務者）が、所得税の源泉徴収と同じように、従業員等（納税義務者）に毎

月支払う給与から個人住民税を徴収し、市に納入していただく制度です。

　地方税法及び市条例により、給与を支払う事業主は、原則として、すべて特別徴収義務者として

個人住民税を特別徴収していただくこととなっていますので、ご協力をお願いします。

（新たに特別徴収を希望する場合）

　普通徴収から特別徴収への変更を希望される場合は、普通徴収から特別徴収へ切替するための依

頼書・申請書等を市へ提出してください。

（様式については、各市のホームページ等に掲載されています。）

１　従業員に異動（退職、転勤等）があった場合

 （1）退職、長期欠勤、死亡等により、特別徴収を継続することができなくなったとき

　　　事業所は、翌月10日までに「給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書」に必要

　　事項を記入し、従業員の特別徴収税額を納入する市へ提出してください。

　　　この場合、月割額は異動のあった月まで徴収して納入してください。

 （2）転勤、転職により特別徴収を継続して行うとき

　　　転勤元の事業所は、翌月10日までに転勤先の事業所に特別徴収税額の月割額を連絡するとと

　　もに、「給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書」に必要事項を記入し、従業員

　　の特別徴収税額を納入する市へ提出してください。

２　退職者の一括徴収

　　事業所は、６月１日から12月31日までに退職する従業員について、本人から申出があった場

　合、未徴収税額を給与又は退職手当等から一括徴収することができます。

　　また、翌年１月１日以降に退職する従業員については、従業員本人の申出の有無にかかわらず

　原則として一括徴収することとなります。ただし、５月31日までに支払われる給与又は退職手当

　等が未徴収税額に満たないときは、この限りではありません。

　※　退職後、出国される場合には、未徴収税額についてできる限り一括徴収していただきますよ

　　　うお願いします。

３　特別徴収に係る納期の特例

　　事業所は、従業員の人数が常時10人未満であるとき、従業員の特別徴収税額を納入する市の承

　認を受けることで、特別徴収税額を12月10日（前期分：６月分から11月分まで）と翌年６月10

　日（後期分：12月分から翌年５月分まで）の年２回の納期で納入することができます。

４　退職所得に対する個人住民税の特別徴収

　　退職所得に対する個人住民税は、所得税と同様に他の所得と区分して、退職手当等を支払う際

　に支払者が税額を計算し、特別徴収して翌月の10日までに納入することとされています。



税理士　小池　正史

　　　令和５年10月１日から消費税の制度が大きく変わるので準備が必要だと聞いたのですが、ど

のように変わるのですか。

　　　　　さすがはリサさん、税制に関する情報に常にアンテナを張っていますね。これまでの消

費税改正は主に税率の改正でしたが、今回の改正は「インボイス制度」といって、売手が買手に対

して「インボイス（適格請求書）」を作成及び発行して正確な適用税率や消費税額等を伝え、買手

はそれらを保存することを義務化するものです。

　　　それは、具体的にどのような制度なのですか。

　　　　　「インボイス制度」とは、売手が「インボイス」という記載事項の定められた請求書、

納品及び領収書等を作成し、買手がそれらを保存しないと消費税の仕入税額控除が認められないと

いうものです。その内容をしっかり把握していないと皆さんの事業に大きな影響が出てくるので少

し勉強しましょう。

　　　そうですね、消費税の仕入税額控除が認められなければ、税金の負担もかなり大きいものに

なってしまうので、先生しっかり教えてください。

　　　　　令和元年10月１日に軽減税率が導入されたことにより、消費税の申告を行う上で売上や

仕入に対応する消費税率を正確に計上するため、請求書、レシート及び領収書等の金額を消費税率

が10％の部分と８％の部分に区分して記載する「区分記載請求書」の作成及び保存が必要となった

ことは記憶に新しいかと思います。今回はそれに代えて、令和５年10月１日以降は、「適格請求書

発行事業者」に登録した事業者だけが発行できる「インボイス」を作成及び保存することが必要と

なりました。

　　　「区分記載請求書」と今回の「インボイス」では記載内容などがどのように違ってくるので

すか。

　　　　　まず、「区分記載請求書」は発行先の氏名又は名称、取引年月日、金額などの取引内容

と取引金額のうち税率が10％の取引と８％の取引を明確に区分し記載していれば仕入税額控除の証

拠書類となりました。ところが、「インボイス」には、区分記載された現行の請求書に①登録番

号、②適用税率、③税率ごとに区分した消費税額等の３つの記載事項を追加しなければなりませ

ん。また、売手は買手から求められた時には、「インボイス」を必ず交付し、写しを保存しなけれ

ばならなくなりました。

　　　ところで、「インボイス制度」で事前に準備しなければいけないこととは何ですか。

　　　　　先ほどの請求書等の記載事項の追加に「①登録番号」とありますが、これがないと「イ

ンボイス」の発行ができないので、令和３年10月１日から令和５年３月31日までに「適格請求書発

行事業者」の登録申請をして「登録番号」を取得しておく必要があります。登録申請はe-Taxソ

フトでもできるので、忘れずに行ってください。ただし、すべての「適格請求書発行事業者」は消

費税の課税事業者となり、基準期間の課税売上が1,000万円以下になっても免税事業者にならない

のでご注意ください。免税事業者の方は、今後消費税の申告が必要になるので、事前に税務署や税

理士によく相談して「適格請求書発行事業者」に登録するか検討するといいですね。

【筆者紹介】小池正史（こいけ・まさし）

1964年生まれ。東京国税局事務管理課、同法人課税課、統括国税実査官、酒類指導官勤務などを

経て、横浜市中区で税理士登録。多業種にわたる企業の財務状況を見てきた経験を生かし、中小

企業を中心に決算分析から経営の効率化、税務調査対策等のコンサルティングを行う。
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幡 山 東
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木村電設㈱

㈱教育システム
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山野井英輔
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長尾　幸彦
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杉野　公治

加藤　岳志

一般貸切旅客自動車運送事業

動物霊園業

電気工事業

教育施設運営
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輸送用機械器具製造業

小売業・電気工事業

支 部 名 法　　人　　名 代 表 者 名 職　　種

会員募集

　様々な業種の経営者と知り合い、自分とは違う分

野で活躍される方との交流は、新たな事業展開のヒ

ントをつかむチャンスです。瀬戸旭法人会では会員

を募集しています。会員の知り合いの法人で法人会

への加入を紹介していただける方、また会報誌をご

覧になって興味を持たれた法人の方はお気軽に事務

局へご連絡ください。

　法人会では次のような事業を行っています。

・研修事業＝税法、教養、著名人による経済等の講演

・地域社会貢献事業＝手縫い雑巾の市等への寄贈、

　新小学一年生へ「れんらく帳」の寄贈、地元コミュ

　ニティラジオ局を活用し、「学校大好き」で生徒・

　児童の魅力を紹介。

・福利厚生事業＝団体加入による優遇制度を利用し

　た大型保障保険等の各種保険の提供、大型テーマ

　パークの利用割引券

・交流事業＝各部会（青年部、女性部、ビジネス交流、

　陶商、建設業、調査部）、支部

・情報発信・事業支援＝ＥＴＣ最適化支援サービス、

　税法改正の要望・提言、会報誌配布、税務参考資料の配布

《公益社団法人瀬戸旭法人会

　　　　　TEL 0561-84-1161　FAX 0561-84-1325》

令和３年８月１日～令和３年12月31日　　　　　　　　　　　 （支部別五十音順）新会員の紹介

　新年明けましておめでとうございます。皆様

におかれましては、つつがなく新しい年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。本年も会員の

皆様と共に活溌な会運営に努めてまいりますの

で、よろしくお願い申し上げます。

　昨年の新型コロナウイルス感染拡大からほぼ

２年。出口の見えない閉塞感を抱えていた日本

にようやく光が見え始めた中であります。

　しかし企業を取り巻く環境はコロナから波及

した半導体供給不足による生産活動の減速、ま

たカーボンニュートラル、ＳＤＧｓ等の新たな

テーマに全世界が舵をきりつつあり、企業がど

のように対応していくかが大きな課題でありま

たビジネスチャンスの局面だと思っています。

　このような状況下のなかで、経営者は「厳し

い現在と大変革の未来」の両面で正しく情報を

入手し、経営判断のスピードを更に加速させて

いく必要性に迫られています。

　法人会は異業種交流することで、様々な情報

交換をすることができます。それらの情報はこ

れからの経営判断の有益な情報となりうるもの

だと思っています。会として、お互いに力をつ

けていくためにも、会員増強活動に引き続きご

協力をいただけますよう、よろしくお願いいた

します。



令和４年１月15日

公益社団法人　瀬戸旭法人会

広報委員会

瀬戸市見付町38番地の２

TEL 0561－84－1161
FAX 0561－84－1325
http://www.setoasahi-

houjinkai.org/

　会員の皆様にお願いがございます。会社の住

所・資本金・代表者等の変更がありました時

は、速やかに事務局までご連絡くださいますよ

うお願い申し上げます。届け出用紙は事務局に

ありますので、連絡いただければＦＡＸいたし

ます。

R3.12.22  広報委員会

※税務署にご提出いただく、所得税、消費税及び贈与税申告書については、マイナンバーの記載が必要です。

　詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）のトップページにある「社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉」

　をクリックして、ご覧ください。

　兎にも角にも今年もコロナで始まりコロナで終わった感じですね。

秋の終わり頃からやっと落ち着き始めたと思いきや…少しずつ顔を出

し始めたオミクロンのおかげで、まだまだ気を抜けないぞ！という気

持ちで年を越えることになりそう

です。

　しかし人類は細菌との戦いに必

ず勝つと思います。

　それを信じてあと少し！首をす

くめて嵐の通り過ぎるのを待ちま

しょう。　　　　　　（Ｍ・Ａ）

提供：（公社）瀬戸旭法人会青年部





瀬戸信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

十 六 銀 行

名 古 屋 銀 行
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大垣共立銀行

あ い ち 尾 東
農業協同組合

あ い ち 尾 東
農業協同組合

十 六 銀 行

瀬戸信用金庫

中 京 銀 行

中日信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

東春信用金庫

東濃信用金庫

名 古 屋 銀 行

瀬 戸 金 融 協 会 尾張旭金融協会
(加盟金融機関) (加盟金融機関)
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